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令和３年 第２回 定例会

令和３年第１回定例会以降における町政の主なものについてご報告申

し上げます。

最初に、お手元に第１回定例会以降における工事発注一覧表を配付し

ておりますのでご照覧ください。

次に、要望活動についてご報告申し上げます。

例年、５月下旬に実施しております、室蘭地方総合開発期成会の要望

につきましては、緊急事態宣言が発令されていることから、室蘭地方の

機関への要望は、今年度は要望書の郵送により行ったところであります。

本町といたしましては、国道４５３号整備、上久保内・幸内地区地す

べり対策の推進などを要望しております。

行政報告

はじめに、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止対策に係る本町

の対応状況についてご報告申し上げます。

５月１６日からの北海道へ緊急事態宣言の発令、及びその延長決定を

踏まえ、本町では感染拡大防止の観点から、町内の主な公共施設を休館、

休止しているほか、町営温泉施設については利用を町民に限定するなど

の措置を講じております。町民及び利用者の皆様には大変ご不便をおか

けしておりますが、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。

次に、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種についてご報告申し

上げます。

５月７日から始まった、高齢者を対象としたワクチン接種は、集団接

種方式により、６月１６日までに４２９人が２回の接種を完了しており、

これまで、救急搬送される方やアナフィラキシーショックで治療を受け
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る方もなく、円滑に進んでおります。

６月１８日から始まる、高齢者を対象とした第２日程の予約状況は、

５月２６日の時点で３５２人となっており、合計で７８１人、８７．７

％の高齢者の方が、７月２８日までに２回のワクチン接種を完了する予

定であります。

この第２日程には、１６０名程度の空きが生じる見込みであったこと

から、優先接種対象者のうち、６０歳から６４歳の方を対象に、この期

間内に接種を行うこととして取り組んでおります。

次に、基礎疾患を有する方や一般対象者については、８月中旬から接

種を開始する予定であり、遅くとも１１月上旬までには、すべての対象

者が、２回の接種を完了する予定であります。

町としましては、ワクチン接種は、新型コロナウイルス感染症のまん

延防止を図る上で、大変重要な対策であると考えており、引き続き、町

民の皆様が、円滑に接種できるよう、医療機関やその他の関係機関と連

携し、取り組んでいく考えであります。

次に、地域経済対策についてご報告申し上げます。

令和２年度の観光入込数は、７２万１千人で、前年比４０．４％にと

どまり、新年度に入ってからも改善せず、長期化により、地域経済への

影響は、より一層深刻な状況となっております。

この対策として、町では、国や北海道の支援策の活用に関する情報提

供をはじめ、国の交付金を活用して、商工業振興緊急対策事業として、

事業継続支援や起業化支援に取り組むとともに、地域活性化事業として、

プレミアム付商品券事業に加え、福祉商品券の交付などにより、町民の

皆様の安全で安心な生活と地域経済の活性化を支援する町独自の取り組

みを実施しております。

また、緊急事態宣言の延長を受け、町内の飲食店の支援を目的に、町

職員等によるお弁当の購入事業にも取り組んでおり、緊急事態宣言解除

後には、ビジット昭和新山キャンペーン第２弾を開始する等、地域経済

の活性化に向けた取組を推進していく所存でおります。
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次に、国勢調査の速報値についてご報告申し上げます。

国勢調査は、統計法に基づき、５年に一度実施されており、この度、

北海道が公表した速報値では、当町の令和２年（２０２０年）１０月１

日現在の人口は、２，７４９人で、２０１５年の前回調査から１７３人、

５．９％の減少となりましたが、胆振管内の町では１番低い減少率とな

っております。

今回の調査では、道内１７９市町村のうち９３％にあたる１６７市町

村で人口が減少しており、人口減対策は、道内市町村の共通の課題です

が、国勢調査の人口は、地方交付税の算定の基準にもなることから、今

後、これまで行ってきた施策に加え、第５次まちづくり総合計画に基づ

き移住・定住の促進に向けた総合的な施策の充実を図り、人口減対策に

取り組んでいく考えであります。

また、コロナ禍において、調査にご協力いただいた調査員の皆様、町

民の皆様に、この場をお借りして改めて感謝申し上げます。

次に、壮瞥町子ども・子育て支援条例に基づく、子育て支援施策の実

施状況についてご報告申し上げます。

お子さんの出産・就学のお祝いと、子育て世帯の経済的負担を軽減す

ることなどを目的として、本年度創設した「子育て応援祝金事業」につ

いては、本年５月から申請の受付を開始し、順次、祝い金を贈呈してお

ります。

０～２歳のお子さんがいる世帯に対して、町指定可燃ごみ袋２０リッ

トルを１世帯当たり１２０枚配布する「子育て応援ごみ袋配布事業」と、

本年８月１日から、高校３年生まで拡大することとしている医療費助成

制度は、対象となる世帯に案内を送付し、手続きを進めているところで

あります。

また、壮瞥町子育て世代包括支援センターについては、妊娠期から子

育て期にわたるまでの、母子保健や育児に関する様々な悩みなどに対応

し、切れ目のない支援体制を構築するため、母子保健法に基づき、本年

３月１６日に、保健センター内に設置いたしました。
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妊産婦及び乳幼児等の各種相談、助言に加え、新たに、短期入所、通

所、居宅訪問など、産後ケア事業を、伊達赤十字病院のほか３事業所の

協力をいただき、国の補助事業を活用しながら、取り組んでいるところ

であります。

子どもたちは地域の宝であり、少子化対策はわが国共通の課題です。

これからも、子ども・子育て支援条例等に基づき、子育て支援の施策

を展開していく考えでありますので、ご理解を賜りますようお願い申し

上げます。

次に、中学生フィンランド国派遣（海外研修）事業についてご報告申

し上げます。

新型コロナウイルス感染症により、令和２年度及び３年度、中止した

本事業について、教育委員会を中心に検討を重ね、この度、中学３年生

を対象に、代替事業を実施することといたしました。

その内容は、アドベンチャートラベルに先進的に取り組む阿寒湖周辺

で、英語によるガイド活動の体験や、北方領土の学習などを通し、国際

化の時代に対応できる人材を育てることなどを目的として行うものであ

ります。

感染症に十分留意して、充実した研修となるよう準備を進めるととも

に、ケミヤルヴィ市の学校等と、リモートによる交流プログラムも実施

する計画でありますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

以上、令和３年第１回定例会以降における町政の主なものについての

ご報告といたします。

最後に、黒崎副町長の体調と今後の見通しについてもご報告をさせて

いただきます。

黒崎副町長は、本年４月下旬に指のしびれなどの症状が出て、同月

２８日に病院を受診したところ、脳炎の疑いと診断されたため、そのま

ま入院治療を行っておりました。幸い、投薬治療等により症状は治まり、
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これまでの検査から再発の可能性は極めて低いとされ、現在は退院し、

自宅で静養しているところであり、近いうちに公務に復帰していただけ

るものと考えております。

議員各位、町民の皆様には大変ご心配をおかけいたしましたが、今後

も町三役と職員が一致団結して、町政の執行に努めてまいりますので、

引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。


